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1.は じめに

2011年 以降、増加傾向のベ トナム人留学生(表1)お よび 日本語学習者に対する日

本語の発音指導には課題が多い。ノJ・河原(1997)も 、教師による学習者に必要な発音

指導は何かを的確に把握する必要があるとしながら、実際の教育現場への具体的な応

用は不十分だと問題提起している。

今回着 目した母 音が無声化 した[㎝]とは、文末の 「～です」「～ま立」の下線部分を

はじめ 「テス ト」「レス トラン」 「アスピリン」など外来語などによくあらわれ る音で

あり、2014年 から始まった 日・ベ トナム経済連携協定の規定による看護師 ・介護幅祉

士候補者受け入れで来 日した日本語学習者にとっては、医療語彙など難易度が上がる

語彙も習得することをふまえると、たかが[s鯛といえども知覚の可否は問題になりう

るだろう。また、 日本での就職や 日系企業への就職を考慮 した場合 も丁寧さを表現す

るスタイルマーカーの 「～です」「～ます」「～ですか」「～ますか」の発音す らままな

らいと日本語力の表は実力を下回り、残念な結果 として評価 されることが考えられる。

日本語教師として、そのような結果は不本意であり不甲斐なく感 じる瞬間である。

そこで、ベ トナム人 日本語学習者(以 下、ベ トナム人学習者)に とって[、嘲 の知覚

が困難であるために日本語の産出も困難 となるのではないか とい う観点にたち、具体

的な発音指導 ・練習方法を検討するためにも、ベ トナム人学習者による日本語の母音

が無声化する音の知覚、特に[・刺 の傾向を探ることとした。

表1出 身国(地 域)別 留学生数上位5位1

出身国(地 域) 留学生数 前年比

中国 81,884人 一4
,440人 一5.1%

韓国 15,304人 一1
,347人 一8.1%

ベ トナム 6,290人 1,919人43.8%

台湾 4,719人 102人2.2%

ネパール 3,188人 737人30.1%

H25年5月1日 現在

1独 立行政法人 日本学生支援機構 「平成25年 度外国人留学生状況調査結果より

http:〃www.jasso.go.jplstatisticSh皿t】]student/data13.11tml
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2.先 行研究及び本研究の課題

ベ トナム人学習者の発音に関する研究は、留学生の増加に伴い進みつっある。しか

し、学習者 自身が4技 能の中で最も苦手 とあげている聴解に関する研究は少なく無声

化 した音の脱落に関す るものは管見の範疇にはなかった。

ベ トナム人学習者の知覚に関する研究は、ザ行 ・ジャ行 ・ヤ行音の聞き分けの傾向

を明かした研究(フ ァム2006)ア クセントが長音と促音の聞き取 りへの影響を明らか

にした(Ngan2012)な どの研究があ り、聴取が困難であるために産出も難 しいと指摘 し

ている。このことから、筆者は単音をは じめ発音練習や聞き取 りの学習時間が少なく

教師からの指摘や指導がないと、ベ トナム人学習者の中には自身の発音の誤 りに気づ

かないまま日本語学習が進み、誤った発音のまま定着 してしまうことを恐れている。

筆者 も日本語学習の早期段階での発音指導と聴解練習は、日本語の発音を誤って認

識 して定着 させないために必要であると考えている。そこで日本語の特徴のひ とつで

ある母音の無声化 した音[s則の産出が困難だとみられるベ トナム人学習者が どのくら

い存在するのか調査を実施 した ところ、知覚に難があるために産出にも影響を与えて

しま うとみえた調査協力者がいたこと、加えて、管見の限 り母音が無声化 した[sUI]に

着 目した知覚調査の研究がなかったことから本調査を実施することとした。

3.本 研究の目的

ベ トナム人学習者の中には 日本語の発音の特徴のひとつである母音の無声化が生じ

た 「す」つまり[・甲](以 下、[・Ψ])の 産出が困難な学習者がいる。このようなベ トナム

人学習者の[s嘲の発音の特徴は、ベ トナム人学習者 としては[s甲]を産出しているにも関

わらず、日本語母語話者にとっては文末に限 らず語中においてもまるで音が脱落 して

しまったように感じ、聴取できないことがあるほど不明瞭な[s甲]である。つま り、[s甲]

の発音が困難なベ トナム人学習者は[sUI]を発音 しているつもりであっても、聞き手に

伝わらない発音である。母音が無声化する音は、/k、s、t、h、p/の 無声子音に挟まれ

た母音/i、u/も母音の無声化が生 じるので文末の 「～で空」 「～ま立」の他に 「～で し

た」「～ました」や 「テ6ト 」「レ三 トラン」のような語彙の中にも存在する音である。

よって 「～で立か」「～で上た」、語彙では 「テ三 ト」「レ三 トラン」の下線部分も無声

化する音であり、ベ トナム人学習者による産出が困難な音のひ とつである。

そこで本研究では、これ らの母音が無声化 した音の産出が困難 となる原因は[s刺

の知覚が困難なのではないかと考え、丁寧さをあらわすスタイルマーカーで使用頻度

が高い文末の 「です」「ます」の[・刺 に着 目し、[srp]の前にくる音の違いによって文末

の[s鯛が知覚できないのかなど、ディクテーション形式で知覚調査を実施 しベ トナム

人学習者の[s甲]に対する知覚の傾向を探ることが 目的である。
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4.調 査概要

滞 日ベ トナム人 日本語学習者24名(男 性16名 女性8名)を 対象に次のよう

な調査を実施 した。調査協力者は、日本語学習開始後6ヶ 月から2年 までの日本語学

習歴で、学習環境は 日本語学校または、日本母語話者によるボランティア教室である。

知覚調査課題に用いた調査語は、第1拍 目に拗音以外の清音 ・濁音 ・半濁音、第2

拍 目に[s甲]を配置 した2拍 の語である。2拍 音の67語 と音に対する慣れによって聴取

の偏 りが生 じないようにダミー語を10語 加え77語 の調査語を設けた。また、現代 日

本語では存在 しない音(表2No.14及 びNo.15の 網掛け部分)及 び四つ仮名の 「ぢ ・

づ」は除外 した。(表2No.7の 網掛け部分)本 調査において語中の 「す」[s甲]に関 し

ては調査しない。調査語の音声はダミー語を含め11語 を1つ のファイル として、7っ

の音声ファイルを作成 した。ダミー語には、表2のNo.16とNo.17の10語 を設けた。

表2調 査語 リス ト

No. あ段 い段 う段 え段 お段

1 あす いす うす えす おす

2 かす きす くす けす こす

3 がす ぎす ぐす げす こす

4 さす しす 対 せす そす

5 ざす じす 賞 ぜす ぞす

6 たす ちす つす てす とす

7 だす です どす"

8 なす にす ぬす ねす のす

9 はす ひす ふす へす ほす

10 ばす びす ぶす べす ぼす

11 ぱす ぴす ぷす ぺす ぽす

12 ます みす むす めす もす

13 やす ゆす
1♂

よす.寸

14 らす りす るす れす うす

15 わす
鵜 世

"

16 くた まし て う なれ みお

17 たく しま うて れな おみ

No.16及 びNo.17は ダ ミー語
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4.1調 査手順

1)調 査用音声を聞く。

日本語母語話者(東 京出身 ・アナウンス専門学校卒業した女性)に よって調査語を

録 音した音声を聞く。調査語の音声は1語 につき2回 再生され、問に2秒 の無音を挟

み、調査語と調査語の間は5秒 の無音を挟んだ。母音の無声化が生 じる[s刺の発音が

しやすいように頭高型のアクセン トで産出し録 音を行 う。調査前にICレ コーダーで録

討 る。調査語音声はExce1の ㎜ 関数にて無作為の順番に並び翫 、甦 する。

2)デ ィクテーションを実施する。

ディクテーションは、ひらがな ・カタカナ ・ローマ字のいずれかを用いて行い、文

字は混在 してもかまわないとした。これは、調査語と調査語の問に挟んだ無音時間が

5秒 間だったこともあり、文字の正確 さより知覚 した音が何であったかを重視 したか

ったからである。また、音の存在はあるがどのように表記 した らいいかわか らない、

もしくは2回 の音声再生では知覚できなかった場 合は 「?」で表記することした。例

えば、1拍 目は知覚できたが2拍 目が知覚できなかった場合は 「あ?」 のように表記

することとした。 さらに、知覚不可の場合は無回答でよいとして、ディクテーション

の回答方法には柔軟な対応をもって実施することとした。また、調査時はヘ ッドフォ

ンを使用し極力音声に集中できるように配慮 した。

調査方法等の説明は、漢字にひらがなのルビが付与 された 日本語の説明にベ トナム

語訳を添えて提示 した。音声ファイルは7つ あり、1つ ずつ再生 した。音声ファイル

のディクテーションを1つ 行 うたびに2分 の休止を設け、調査協力者に次のファイル

の再生開始のタイ ミングを指示 してもらい、極力、調査による負荷の軽減も図った。

3)デ ィクテーションによる回答を分類する。

ディクテーションを実施 した後、回答の内容を調査語別に正誤を仕分けする。 さら

に、誤答の内容がどのようなものなのか分類する。

①1拍 音 として回答

②2拍 音 として回答 し、2泊 目を促音表記の 「っ」 と回答

③2泊 音 として回答 し、2泊 目を 「つ」 と回答

④2拍 音 として回答 し、2泊 目を 「っ」または 「つ」以外の回答

⑤3泊 音 として回答 し、3泊 目を 「つ」と回答

⑥3泊 音 として回答 し、3泊 目を 「っ」または 「つ」以外回答

⑦ その他

2録 音機器:OLYMPUSVoicetTirekVN-8100PCmp3フ ァイル128kbpsに て録 音。
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④⑥には、「?」と表記した回答も含む。⑦は、誤答の内容が①～⑥に該当しない少

数のものである。

5.結 果と考察

5.1母 音が無声化 した[s刺の知覚の困難さ

この調査は、 日本語の特徴にある母音の無声化の中から[s甲]に着 目し、知覚の傾向

を観察 した結果、次のような傾向がみ られた。

調査語77語 の うち、ダ ミーの10語 を除いた67語 に関して、語末の[s甲]が知覚でき

なかった語は(誤答を含む〉平均が50%以 上であった。一方、24名の調査協力者の うち

7名 のベ トナム人学習者においては80%以 上語末の[s刺を知覚することが可能であっ

た。したがって、ベ トナム人学習者の約半数の学習者にとって[s刺 の知覚が難しいと

いう結果がでた。この調査でもっとも、誤答率が高かった調査協力者の誤答の内容は、

[s刺が知覚できないばかりではなかった。誤答の内容は次のとお りであった。

A
U

DD

C

D

[s刺が全 く知覚できなく語頭の1拍 目の音のみ回答する

2拍 目の音を 「す」ではなく 「つ」 と回答す る

2拍 目の音を 「っ」 と促音表記で回答する

2拍 音の語構成であるのに3拍 音と捉え2拍 目と3拍 目を 「っつ」 と回答

する

このように協力者は4種 の傾向にわかれた。 これ らの回答の内容には、[、刺 が知覚

困難 とはいえ他の音と聞き間違えている回答があ り、単に知覚できないだけではなか

った。また、ダミー語以外の全ての調査語の語末が[s甲]であると回答できた正答率が

高い学習者であっても、大半を3拍 音 と捉え2拍 目と3拍 目を 「っす」と回答 し2拍

音の語 として知覚できなかった。 この結果から、ベ トナム人学習者の半数は2拍 音の

語で母音が無声化 した[s刺の知覚が難 しいようであり、拍を正 しく捉えることも難 し

いと考えられる。

知覚の誤 りの傾向として、ベ トナム人学習者8名 の うち4名 は誤答が90%以 上であ

り、誤答の内容はAの[s刺 が全 く知覚できなく語頭の1拍 目の音のみ回答するもので

あった。次に、3名 は誤答の内容がCの2拍 目の音を 「っ」と促音の表記で回答 し、3

番 目に2拍 目の音を 「ん」とディクテーシ ョンの回答 としていた。誤答の内容B.2拍

目の音を 「す」ではなく 「つ」と回答するものと、D.2拍 音の語構成であるのに3拍

音と捉え2拍 目と3拍 目を 「っつ」 と回答するものは誤答が混合 していて、Bに よる

影響なのかDに よる影響なのかまでは現段階では断定できなかった。

以上の結果か ら、ベ トナム人学習者の中には[s刺の音を誤って知覚をして しま う可

能性があるといえるだろ う。つまり、母音の無声化が生 じた音[・刺 を含むある語を聞
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いたときに[s刺を知覚できないまま誤って語彙を記録 して しま う、または語彙を誤っ

て覚えてしまうことも考えられる。例えば、正しく知覚できないために辞書などで語

彙が調べ られないこともあるわけである。これ らは、ベ トナム人学習者 自身が知覚で

きなかったことに気づいていないことも考えられる。

ディクテーションの回答で、もっとも[s甲]の知覚が困難だった語は、調査語67語 の

うち 「ふす」「つす」「しす」「じす」であ り、以上の調査語の2拍 目の音を知覚するこ

とが難 しかったようである。そこで、全回答の中から誤った音で知覚 したものを集計

すると、先にあげた4つ の調査語の誤答率は70%以 上であった。(表3)

表3調 査語の知覚

調査語 知覚不可

ふす 75%

つす 71%

しす 71%

じす 71%

調査語 「ふす 」においては、 調査協力者24名 中18名75%が[s甲]を 知覚す るこ とが

できず、 もっ とも多かった誤 りはAの1拍 目の 「ふ」のみ を回答 した ものが13名 で

54%と[s甲]を 知覚 できない とい う誤 りの大半 を占めた。2番 目に多かった 「つす」では、

1拍 目の音 も知覚 に誤 りがあったのが13名 お り、1拍 目の音 の知覚が難 しかったため

なのか[s甲]を 知覚で きなかったが17名 だった。 「ふす」と 「つす」の誤答 の内容 は異

なるものだった。 しか し、 「ふす」 も 「つす」 も1拍 目は無声音+/u/の 音構成であっ

たが[s朝 の知覚 に対する1拍 目に よる影響が異なるこ とか ら、摩擦音である場合 と破

裂音である場合 に よる影響に よって知覚の困難 さが異なった とい える。 また、調査語

を1拍 音 と知覚 した回答 に 「つ」 「ず」 「じゅ」があ り、 「つ っ」が3名 、「つつ」 「じゅ

っ」「っ う」と2拍 音 と捉 え られた回答 でも1拍 目の音 の影響を受 けたためか[s甲]が知

覚できなか った。 これ らの他 には、1拍 音 だ としなが ら音が何か回答 できなったベ ト

ナム人学習者 が6名 もいた。同 じく17名 が知覚できなかった 「しす」は、1拍 目の 「し」

のみを回答 した ものが8名24%い た。次に 「しっ」5名 「しつ」が2名 とAの1拍 目

のみ知覚す る誤答 にBの2拍 目を 「つ」 とす るものCの2拍 目を 「っ」 とす る誤答が

混合 した回答 であった。そ して、「じす」は、Aの1拍 目のみ知覚す る誤答が7名 とC

の2拍 目を 「っ」 とする誤答が6名 でその回答の中には 「じ」を 「り」 と知覚 した も

の 「じつ」 「りつ」 とい う誤 りもあった。 さらに、Bの2拍 目を 「っ」 とす る 「じつ」

と誤 った ものもあった。 しか し、 ここまでの誤 りの傾 向と してDの3拍 音 と捉 え2拍

目と3拍 目を 「っつ」 とした回答 はなか った。調査語 「ふす」以外は1拍 目の音の誤

りもみ られた。 さらに調査協力者 の中には[s刺 にあたる2拍 目の音 を聴取 してい るも
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のの[s嘲ではなく、無声摩擦音[t]と捉え閉音節の語 と知覚 したのか、ディクテーショ

ンの回答 として促音をともなった 「ふっ」または 「しっ」 と回答 した。そして、無声

破擦音[ts]と捉えた調査協力者は[s刺 を[國]と交替 し 「ふつ」「しつ」と回答 していた。

このように、第1拍 目だけの回答が6名 以上(調 査協力者の25%以 上)だ った調査

語は 「ふす」 「しす」「むす」 「くす」「はす」 「すす」の67語 中6語 あり1拍 目の音は

知覚できたが[s刺はできなかった調査協力者がいた。「ふす」「しす」「むす」「くす」「は

す」「すす」の1拍 目の音は無声子音ではじまる音である。このことから、1拍 目の音

が無声音 ・有声音の違いによって[・甲1の知覚の可能 ・不可能があるわけではないが無

声音が2っ 以上続 くとより知覚が困難になると考えられる。

反対に、[sEY]の知覚で一番誤答が少なく知覚不可の割合が25%と 低かったのは 「な

す」の1語 であった。 しか し、この調査語においても2拍 目の[s鯛と知覚できていな

がらも先行母 音と[s甲]の間に[・]も知覚したようにディクテーションの回答を 「なっす」

と書いたベ トナム人学習者が2名 お り、「まっす」または 「ます」のように[s刺の知覚

が可能であっても 「な」を 「ま」 と1拍 目を表記 した調査協力者も5名 いた。但し、

本調査では語末[s刺の知覚の可否をみたので、第1拍 目の誤答は対象 としていない。

今回、調査協力者の うち誤答率が90%以 上のベ トナム人学習者は24名 中8名 で、そ

の うち、全く知覚できなかった誤答率100%の 調査協力者が3名 いた。一方、全調査

語の[s甲]を知覚 した調査協力者は1名 であった。また、調査協力者の うち[s刺の知覚正

答率、っまり[sUI]の知覚可能だった割合が90%以 上だったのは5名 だった。この調査に

協力 してくれたベ トナム人学習者24名 の目本語学習歴は6ヶ 月から2年 までと差があ

り、学習歴により[s刺の知覚の差があるのかも観察 したが、誤答率0%の 調査協力者は

学習歴1年3ヶ 月であり、誤答率100%の 調査協力者は9ヶ 月が1名 ・2年が2名 であ

ったことから学習歴による差はない と判断した。

全調査語の[stP]を知覚することが可能だった調査協力者は、来 日前にベ トナムで 日

本語を学習 した際に、文末の 「す」の母音が無声化することと教えられていたため 「す」

には[剃と[s甲]があることを知識 としてもっていた。また、この調査協力者は[s劇の知

覚 より日本語のアクセン トのほ うが難 しいとこたえてお り、アルバイ ト先で接する日

本人の発音にも、注意深く発音を聞いていることから積極的に日本語の発音を意識 し

ているようである。 しか し、今回の調査においてこの調査協力者の回答の大半は2拍

目に 「っ」を挟んで3拍 目に 「す」とした回答が約93%で 、「～っす」と書いた回答

が多かった。

5.2母 音が無声化 した[s甲]を語末にする語彙の知覚傾向

先にあげた誤答の内容は大きくわけて4種 類あり、A.[s刺 が全 く知覚できなく語頭
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の1拍 目の音のみ回答するもの、B.2拍 目の音を 「す」ではなく 「つ」と回答するも

の、C.2拍 目の音を 「っ」と促音表記で回答するもの、D.2拍 音の語構成であるのに3

拍音 と捉え2拍 目と3拍 目を 「っつ」と回答するものである。A.[・甲]が全く知覚でき

なく語頭の1拍 目の音のみの回答が多かった調査語は 「ふす」の13名54%と 半数以上

が2拍 目を捉えていなかった。次に 「しす」8名33%「 くす」「すす」 「はす」 「むす」

が各6名25%の 調査協力者にとって[sΨ]が全 く知覚できなかった。

調査協力者のベ トナム人学習者の誤答は、[s刺が知覚困難であるばか りではなく、

[s刺の知覚の可否の傾向は、音の配列によって異なり無声音が2つ 並ぶ と困難であっ

た。[s甲]を知覚 したものの正答ではなかった調査協力者のディクテーションの回答は3

拍音の語 と捉え、例えば 「あす」を 「あっす」 と回答 したものが多かった。4.1調

査手順の3)デ ィクテーションによる回答を分類の②は2拍 音 とし2泊 目を 「す」で

あるところを 「っ」 と回答し例えば 「あっ」 としたものがあったが、3泊 音の語 と捉

えた回答の中には3拍 目に促音表記の 「っ」 となる 「あすっ」のような回答は1つ も

無かった。

ディクテーションの回答で正答数が一番多かった調査語は 「うす」で、[sΨ]の知覚

可能だったベ トナム人学習者は24名 中16名 で、そのうち12名 が 「うす」と回答 した

が 「うっす」 と回答 した人数も4名 いた。今回、母音が無声化 した 「す」つま り[s刺

に着 目した理由に、丁寧 さを表現す る 「です」「ます」の[s朝が発音できないベ トナム

人学習者に出会ったことにある。文を作成す る時の文末表現 として 「です」は、 日本

語学習において最初に学習する助動詞であり使用頻度も高いのに、知覚も産出も容易

ではなかった。調査語 「です」の回答を観察すると24名 中[s甲]が知覚できた調査協力

者は14名 であり、その うち、「です」と回答した正答者は9名 であった。「ます」の場

合は24名 中[sUI]が知覚できた調査協力者は14名 で 「ます」と回答 した正答者が11名

と 「です」よりも聞き易いようである。また、「れす」を 「です」 とした回答が13名

そして 「べす」を 「です」とした回答が5名 と聞き間違えたことから 「で」「れ」「べ」

が混同してしまう点にも注意が必要である。この結果か ら考えられることは、ベ トナ

ム人の調査協力者の学習歴から判断 して、「です」「ます」は習得 されているにもかか

わらず、「です」「ます」2拍音 として聞いた場合は[s甲]の知覚は困難だとい うことだと

いえる。すると、文章として語彙の羅列があれば文末の 「です」あるいは 「ます」 と

推測でき音の知覚の可否とは異なると考える。 したがって、固有名詞など語彙の意味

を知らない場合は誤って しま うことがあ り、特に医療 ・介護に従事する日本語学習者

であれば職務上の大きな弊割 ビなる。

本調査に協力 して くれたベ トナム人学習者にとって、調査語の中で[srp]を知覚する
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ことが容易な調査語があっても正 しくディクテーションができた調査協力者は少なか

った。これ らのことから、先行研究の調査でもあげられていたように日本語教育の4

技能 といわれている 「読む」「書く」「聞く」「話す」の中で 「聞く」がもっとも苦手で

あることを表わしているともいえる。また、今回の調査を実施するにあた り事前アン

ケー トの回答にも一様に 「テス トなどでも聞き取 り/聴 解は難 しい」「特に"つ"が 難

しく"つ"は 話す ときの発音 も難 しい」とあり、「す」は難 しくない と思っていたが[s刺

は意外 と聞けなかったことに驚いていた。また、[s刺が知覚できていなかったことを

フィー ドバ ックした際、[s刺だと思わなかった、音が全 く聞けなかったという調査協

力者もいた。 「す」を知覚す るのは容易だとしながら圓 と[s甲]の違いを知 らなかった

ために囮 と[s甲]の区別への意識はしていなかったといえる。

6.ま とめと今後の課題

ベ トナム語は閉音節を持つ言語であり、ベ トナム語の音韻体系には末子音が存在す

る。ベ トナム語には、末子音に国 はないことから、文末や語末にくる圓 または母音

が無声化する[s刺は知覚が困難な音 とい うことだ と推測できる。 しかし、ベ トナム人

学習者にとって[s朝は知覚できないわけではなく、音の配列など環境によって知覚は

可能であり、さらに拍を捉えることができると知覚できるようになると考えられる。

本調査の結果から、ディクテーシ ョンの正答である2泊 目を 「す」とする部分が 「っ」

または 「っ」としたものが散見でき、3拍 音 として回答 した中にも同様の誤 りが多く

み られた。調査協力者がこのような回答に至った背景にはベ トナム語の音韻体系によ

るものだ と考える。ベ トナム語には、末子音に国 はないが国があり母語の影響からベ

トナム語の音配列規則に則って日本語表記でより近いものとして 「っ」または 「っ」

と回答 したものではないだろ うか。 しかし、この回答に関して調査語の音声がどのよ

うに聞こえたのか知覚を問 うただけであり、ベ トナム語の音韻体系にまでおよんで回

答の理由はインタビュー していないため母語の影響によるものであることは筆者の推

測の域で留まっているため、今後、調査方法等を再検討 したい。

本研究において、母音が無声化 した 「す」つまり[・刺 の知覚が可能であることを正

答 とし調査協力者の回答を観察 したが、正答率が高かった調査語 「なす」でも正答率

は75%で あ り、次は 「ぶす」で正当率は71%だ った、この2つ の調査語は正答率が高い

といえ20%以 上の誤答があるほど[s劇の知覚はベ トナム人学習者にとって難 しい。この

[s甲]を知覚するには、ベ トナム人学習者 自身が囮 と[s劇が区別できなければならない。

したがって、囮 と[s刺を区別 して知覚できるように聴解練習に単音 レベルの練習も

必要であ り、違いを指導する必要もあると考える。 これは、囮 と[s刺の組み合わせ
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に限らないだろう。さらに、来日前ベ トナムで日本語を学習 したときに、文末の 「す」

は母音が無声化することを教えられていた調査協力者は、[剃 と[s嘲の違いを知識 と

してもっていたことから[s甲]の知覚に困難さを感 じていなかった。つまり、日本語学

習の早期段階で 「す」には[剃と[s刺の音の存在を教えることが有効であるといえる。

最後に、本調査の目的である[s刺の知覚の傾向ではないが、調査協力者の全回答を

観察すると[s甲]の知覚以外にも気になる点が散見された。その中のひとつに、調査語

「です」の回答か ら1拍 目の音だけ注目して観察すると 「で」を 「べ」と聞き間違え

る傾向が9名 と高かった。先に述べたとお り 「れす」や 「べす」を 「です」 と回答 し

た調査協力者が少なくなかったことから、「で」と 「べ」と 「れ」は混同しやすいとい

える。これは 「で」をベ トナム語であらわすとd6ま たはdeで ありdは[(f]と 発音

する。このときに舌がやや後退す ることか らベ トナム語の母 音の影響を受けて 日本語

の 「で」「れ」「べ」の音は、[d]と 発音 したときと類似 した音に知覚 して混同して し

まうと考えられる。同様に、「ぞ」を 「よ」「じょ」、「ざ」を 「じゃ」「や」、「っ」を 「ち

ゅ」 「ず」「じゅ」、「ぬ」を 「む」など知覚が困難な音は無声化 したものに限らない。

また、ベ トナム人学習者による日本語の知覚に関する研究、特に母音が無声化 した

音に関する研究は管見の限り少ないので、調査考察を続 けベ トナム人学習者における

知覚 と産出の両面から授業案等の研究をすすめたい。
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